
３ 本県農林水産業の目指す姿 
 

「新 輝け！ちば元気プラン」では、2019 年の千葉県農林水産業の目指す姿として、   

「地域を支える力強い農林水産業」を掲げており、その具体的な姿は、以下のとおりです。 

本計画で、この目指す姿に向けて取り組んでいきます。 
 
 

１ 消費者ニーズに敏感な生産者が、流通業者や外食産業などと提携した生産活動などにより、

所得を増やし、本県の農林水産業が若者にとっても魅力があり、力強い産業に育っている。 

 

２ 機械化・省力化技術が普及し、大根・ねぎなど露地栽培で大規模な農業が行われている。 

また、野菜・花の栽培の施設化や、レタス・サラダ菜など植物工場での生産が進み高収益で

天候に左右されない農業が展開されている。さらに、これらによる雇用の増加などが地域の

活性化に役立っている。 

 

３ 水田を活用した飼料生産も進み、国産飼料を中心とした畜産経営が展開されている。   

さらに、稲作の大規模化が進み、低コストで生産された千葉県のおいしい米が人気を博して

いる。 

 

４ 県民が積極的に森林づくりに参加し、里山を中心とした美しい景観が保全されるなど、  

かけがえのない県民共通の財産として豊かな森林が育まれている。さらに、森林の恵みで  

ある県産木材が住宅や公共施設など身近なところで利用されている。 

 

５ 稚魚の放流、魚の住みやすい環境づくり、水産資源を計画的に利用する漁業の実施により、

海・川が豊かになっている。また、生産・加工技術の更なる進展により、質の高い水産物を

安定して供給し続けることのできる水産業が展開されている。 

 

６ 地産地消や食育の浸透などにより、都市と農山漁村の交流が進み、都市居住者が週末に  

農山漁村地域を訪れるなど、首都圏に位置する本県だからこそ体験できる「千葉型スロー  

ライフ」が定着し、にぎわいのある農山漁村が形成されている。 

 

７ 首都圏の台所を担う本県の農林水産業は、消費地への輸送距離が短いため、地球温暖化  

防止に貢献する産地として評価が高まっている。 

 

８ 安全で新鮮、おいしい物なら「千葉県産」だという評価が県民をはじめ全国の消費者に  

浸透し、食卓には千葉県産の野菜や果物、米、魚、肉、牛乳などの食材や色鮮やかな花が   

並べられている。 

 

９ 千葉の豊かな自然、名所・旧跡や祭りなどの文化、さらには農業・漁業体験など、千葉の

魅力が国内外に発信され、様々な目的を持った観光客・来訪者が、県内各地で一年を通じて

見られるようになっている。 

 

10 県内の特色ある農産物や水産物などの地域資源を生かした新製品や新商品が数多く生み 

出され、県内はもとより全国に向けて販売され、優れたブランドになっている。 


